


















患治療の試み 三浦正幸 (大阪大院医 ･バイ
オ ･神経機能解剖学研究部)
2.アルツハイマー病にみられる神経細胞死の分
子機構 今泉和則 (大阪大院医 ･機能形態学
講座)
3.晴乳類視覚系に見られる経験依存的な神経回
路発達 畠 義郎 (大阪大院医 ･バイオ ･神
経生理学研究部)
<維持会員ニュース>(秩)ケアリー ｢弊社
供 給 ベ トナ ム 産 カ ニ ク イ ザ ル にお け る
Entamoebahistolyticaの寄生状況 -PCRを
用いた診断｣






























<特別講演 1> 日合 弘 (京都大院 ･医 ･
病態生物医学) Pre-Bリンパ腫好発系 SL/Kh
マウスの遺伝学的研究




(平成 13年 3月 2日)






















物の開発 鈴木 昇 (三重大医 ･動物実験施
設)
2.糖転移酵素遺伝子ノックアウ トマウスを用






◎第 71回関西実験動物研究会 (平成 13年 9月
61
28日)
◎関西実験動物研究会報 第21号 平成 12年 12
月 会報の目次




平野賢一 (大阪大学 ･院 ･医 ･分子制御内科)
2.糖尿病血管症への トランスジェニックアプロ
ーチ 山本 博 (金沢大 ･医 ･生化学第二)
第 64回研究会 (平成 11年 12月3日)
会員による研究発表 17題
第 65回研究会 (平成 12年 3月 3日)
テーマ :｢実験動物の国際化を巡って｣
1.実験動物と動物実験施設 :国際標準化の動
向｣ 黒滞 努 (大阪大 ･医 ･動物実験施設)










分子機構｣今泉和則 (大阪大院 ･医 ･機能形
態学講座
2.｢晴乳類視覚系に見 られる経験依存的な神経









◎平成 12年度東海実験動物研究会例会 (平成 13
年3月 24日)
演題 :｢モデル動物を駆使 した慢性腎不全の分
子生物学的治療戦略｣ 黒揮 努 (大阪大学
医学部附属動物実験施設)
｢臓器特異的な人為的遺伝子機能操作に必要な
動物の開発｣ 鈴木 昇 (三重大学医学部附
属動物実験施設)
◎平成 13年度東海実験動物研究会 総会&研究
発表会 (平成 13年 7月 7日)
一般演題
1.名大院 ･医 ･動物施設における微生物モニ
タリングの結果 と考察 加藤八重子 他
(名大院 ･医)
2.国立療養所中部病院長寿医療研究センタ






響 森 (玉谷)典華 他 (名大院 ･医)
5.サイ トカラシン B処理による 4細胞期




一家畜 と野生動物一 織田銑- 他 (名大
院 ･生命農)
7.チャイニーズハムスターのゲノム解析








































































































































連絡先 :中島 敦 (㈱CSKリサーチパーク)
TEL:0266-53-2448,FAX:0266-53-1949
E-Mail:nakajimaats@csk-rp.co.jp




◎第 21回信州実験動物研究会総会 (平成 13年 3
月 9日)








松見 繁 (養命酒製造 ･中央研究所)
5.好酸球増多症を自然発症するラット (MES)
一腸間膜 リンパ節および胸腔 ･腹腔内細胞






















































































◎実技講習会(第 6回)(平成 12年 1月 25-26日)
｢遺伝子改変マウスの作製技術｣
筑波大学動物実験センター
◎第 9回筑波実験動物研究会総会(平成 13年 6月
29日)
講演会
｢ICLASモニタリングセンターの微生物検査項
目の変更｣(財)実験動物中央研究所
高倉 彰先生
ミニシンポジウム
｢我社の微生物モニタリング｣ 第一製薬(秩)
研究
技術センター 平野又三先生
｢中外製薬(樵)におけるマウス ･ラットの導入
基準と微生物学的モニタリング｣ (秩)CSK
リサーチパーク 疾病研究室 保倉智恵先生
｢施設管理から見た新規動物導入時の対応～微
生物統御を中心として｣ 大正製薬(秩) 動
物実験管理●施設 川西正彦先生
｢マウス導入時の対応と微生物学的モニタリン
グ｣ 筑波大学生命科学動物資源セ ンター
梶原典子先生
